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	　①　「高山市の子育て支援と子どもたちの姿」
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第６分科会：自治体から子育ち支援を発信する

	テーマ
	「自治体から子育ち支援を発信する

　 ― 地域主権の推進とナショナルミニマムの役割 ― 」

　子どもの人権を確保する視点から、地域の社会資源としての地方自治体や市民は、どう連携して子どもの育ちを支援するのかを検証していく。

	特徴的な情勢
	　少子高齢化が進む中、連立政権は子育ての「社会化」の一環として、「子ども手当」を創設し、４月１日から実施されました。子どもの貧困に直接効果があることや、何よりも世論に対して子育て支援の重要性を訴える効果があったといえます。

　しかし、保育や学童保育などの現物給付は、都市部で待機児童の解消が進まない中、市民ニーズも高まっています。こうした中、政府は「子ども・子育て新システム基本制度要綱」を明らかにし、子育て関係予算の確保と分立している政策の一元化を図ろうとしています。しかし、規制緩和政策や公的保育制度を大きく変更するものも含まれています。

　子育ての社会化の実現に向けては、何が課題かを議論していきます。

	主要論点と実践課題
	●　子ども・子育て新システム基本制度要綱を検証する。

●　地域における子育ち支援の役割を明確にしていく。

●　地域の社会資源をどうつなげ、有効なネットワークを構築していくかを提言する。

　（自治体、保育所、学童保育、児童福祉施設、児童委員や市民団体の連携はどうか）

●　地域主権を推進するため、ナショナルミニマムがそれをどう下支えすべきか、国、地方自治体、市民の果たす役割を明確にしていく。
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